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HFttSSB/CWトランシーバ

RJX-810D/P
取扱説明書

ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、

正しくお使いください。

■保証書 けJ添 )は お求めの販売店からお受取りの

うえ、内容をよくご確認いただき、後々のため

この説明書とともに大切に保存してください。

回 松下華器産業株式会社

―

|¬垂 |

一③
一韮
Ｕ̈

一
一　
二
］

一
〇

一」
一∞



このたびはナ シ ョナル HFtt S SB/CWト ランシーバ R」 X-810D/Pを お買上
げいただきましてまことにありがとうございました。

本機の優れた性能を充分に発揮 していただくために、この取扱説明書をよく

お読みくださいますようお願いします。

なお本機は厳重な品質管理のもとに生産されていますが、万一輸送中の事故

などにともない、ご不審な箇所、または破損などの トラブルがありましたら、
お早めにお買上げいただきました販売店にお申し付けくださいますようお願
いします。

ご注意
本機はアマチュア無線技士の資格を持っているかた以外は使用できませんか

らご注意ください。

製造番号について

本機後面に製造番号を記入したシールを貼

付 しております。盗難時などの照合に便利

なように下欄に番号を記入 してください。

製造番号
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本機の特長

l。 大容量マイクロコンピュータとPLLデジタルシンセ
サイザの組合わせにより数々の周波数制御を実現

●:60mバンド～:Omバンドのアマチュアバンドをフル

カノ`一

WARC新バンド30mバ ンド、17mバ ンド、12mバ ンドのす
べてをカバーしています。

●:kHz、 100Hz、 25Hzの 3段階チューニングステップ

前面スイノチの操作で3段階のステップが得られます。

微調整は 25Hzス テップで、早送りはlkHzですばやい

同調ができます。

同調つまみ 1回転での周波数変化は次の通りです。

lkHzス テップ・・・……100kHz

100Hzステップ・・・…… 10kHz

25Hzス テップ・・・……2.5kHz

●メモリーチューニングシステム

100kHz台 以下の周波数を4チャンネルまでメモリーす

ることができます。

4つ の独立したメモリーボタンを有 していますので、

即座にメモリー書込み、呼出しができます。また、メ

モリーされた周波数をVFOに 書き変えることもでき
ますので、メモリーチャンネルからの周波数変更も簡

単にできます。

●オートワッチシステム

メモリーチャンネル 3と メモリーチャンネル4に記憶

された周波数の間をlkHzの ステップで繰返 し自動選局

し、信号を受信すれば、その受信周波数を中心として

±3kHzを 100Hzス テップの低速でスキャンしながら信

号を受信 します。

●チューニング UP、 DOWN自 動送リシステム
同調つまみを回さずに自動的に周波数を送ることがで

きます。チューニングUP/DOWNス イッチを``UP''、

あるいは“DOWN"に することにより希望のチューニン
グステップ (3ス テップ)で 1つのハムバンド全帯域を

エンドレスで送ることができます。

●RXオ フセットシステム

送信周波数とは別に、受信周波数のみ独立して 1つの

ハムバンド内で可変することができます。このシステ

ムは、外部VFOを 内蔵 した場合と同 じ働きとなり、
HF帯では欠くことのできない「クロス通信」が本機 1

台でできます。

TX/RXリ バーススイッチとの併用でDXペディション

局との交信等の高度な運用が素早く行なえるようにな

ります。

●送受信周波数リバースシステム

RXオ フセットシステムで運用中に、TX/RXリ バース

スイッチを押せば、即座に送信周波数と受信周波数を

反転させることができます。

自局の送信周波数付近の電波状態をワッチするときや、

送信周波数を変えるときなどに非常に便利です。

●チューニングロックシステム

ロックシステムで、同調つまみを電気的にロックして

いますので同調つまみに触れても周波数は変わりませ

ん。

2.オ ールソ リッ ドステー ト設計・ 無調整化

RJX-810Dは送信のファイナル段に大出カトランジスタ

を2個使用し、広帯域設計となっていますので、バンド

切換や周波数を変えた時に生じるファイナル調整やロー

ド調整などの煩わしい操作が不要です。

また受信についても広帯域バンドパスフィルタを通して

増幅 しており、バンド内のどの周波数でも常に最良の状

態を保つよう設計されています。

送信、受信ともに同調つまみを回すだけですぐオンエアー

ができます。

3.小型、軽量設計

100WttRJX-810Dの電源部には新開発スイッチング電源

を採用し、セットを小型化すると同時に大幅な軽量化に

成功しました。

電源内蔵で、R」X-810D(約 9.5kg)、 RJX-810P(約 8.7kg)

と非常に軽く、移動運用時の持ち運びもずいぶん楽にな

りました。

4.高性能を追求した受信基本回路

●周波数安定度

VFOに 水晶制御PLLデ ジタルシンセサイザ方式の
デジタルVFOを採用し、水晶並の周波数安定度を得
ています。

●強入力特性

RF回路にはダイオードアッテネータを使用したDAGC
回路を採用し、IF回路にはAGC特性の優れたICを採
用するなどして、アンテナ入力120dBの 強入力特性を

得ています。
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●二信号特性

受信 ミキサ回路には、広いダイナミックレンジをほこる

ショットキーバリアダイオードを使用したバランス ド

ミキサー回路を採用し、フロントエンドや受信系全体

の適正なレベル配分と相まって優れた二信号特性を得

ています。

また、高周波同調回路にチェビシェフ型バンドパスフィ

ルタを採用し、アマチュアバンド外からの妨害の軽減

にも役立っています。

●選択度

IF段のフィルタには4素子のモノリシッククリスタル

フィルタを採用し、小型化と同時に選択度の向上を図

っています。

5.豊富な付属回路

●受信部

□ :Fチューン回路

IFチューンとは受信周波数に関係なくIFの通過周波数

のみ±lkHz移動させる回路です。

IF帯域内に妨害信号が存在する場合、IFの通過周波数

を移動することにより妨害を軽減させることができま

す。

□CWフ ィルタ
CWナ ローポジション(CW・ N)ではCWttAFフ ィルタ
を標準装備し、明瞭なCW受信が楽しめます。
また、もっとナローが必要な場合のために、CWナ ロ
ー用クリスタルフィルタR」 X― F810(別売)を用意してい

ます。

ロノイズブランカ

ノイズアンプにはゲインのあるリファレンシャルァン

プを採用し、小ノイズに対しても極めて効果のある高

性能ノイズブランカ回路を採用しています。

日∠Fコ ントロール

RXォ フセットシステムが受信周波数のみバンド内のどこ
へでも可変できるのに対し、/Fコ ントロールは受信
周波数のみ±lkHz以内で微調整する機能です。

●送信部

ロマイクコンプレッサ

マイクコンプレッサ回路にオーディオコンプレッション

アンプを採用し、歪を最少限におさえたコンプレッサ

動作でSSBの トークパワーを増大しています。
コンプレッサレベルは前面のコンプレッサッマミで可

変することができます。

□VOX,CWサイドトーン
標準装備としてVOX回路、及びCWサイドトーン回路、
CWセ ミブレークイン回路を内蔵 しています。

その他の装備
●見やすい大型 3ウ ェイメータ採用 S/RF/ALC
●100kHzク リスタルマーカ内蔵 (RJX-810Dの み)
●モー ド表示も出る 6桁デジタル周波数表示

(蛍光表示管 )

●AGCファースト/ス ロー時定数切換スイッチ付 き
●マイクゲインコントロール、RFゲインコントロール付き
●便利なCWキ ージャック前面配置
●持ち運びに便利な把手付き

●前面パネルは堅牢なアルミダイキャスト材を採用

●車載使用も考慮 し、電源はAC/DC2電源方式

ｒ
υ
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ご使用の前に

1.設置場所 6。 モービル運用する場合

湿度の高いところや、直射日光の当たるところは、でき     ●モービル運用の場合、カーヒータの吹き出し口には設
るだけ避けて設置 してください。 置 しないでください。

後部パネルに終段トランジスタ冷却用の放熱板がありま     ●モービル運用で運転助手席に置く場合、必ずシー トベ

7.運用上のご注意

同軸ケーブルはアンテナのインピーダンスに合わせて50Ω    ●ァマチュアバン ドについて
(た とえば5D-2V、 7D-2V)の ものをお使いください。      HF(短 波 )帯におけるアマチェアバンドの使用周波数区分

3.ア ース および本機の送受信可能周波数範囲は、下表のようになっ

TVI、 BCI等の防止、および感電の防止等のためにも、      ています。

すので、できるだけ壁などから離 してください。また、

セット上面の通気孔には、物をおかないでください。

2.ア ンテナ

本機のアンテナ端子のインピーダンスは50Ω に整合する

ように設計されていますので、アンテナは50Ωのものを

接続してください。

後面のアース端子から最短距離で、しかもできるだけ太

い線でグランド(大地)ア ースに接続してください。

4.マイクロホン

6000～ 50kΩのマイクロホンを接続 してください。マイ

クロホンには音声回路から独立したスイッチのついてい

るものをお使いになると、プレストークスイッチとして

お使いになれます。なお、マイクとマイクプラグの接続

は下図を参照してください。

マイクロホンは別売りの R」 X― M80を おすすめします。

マイク

キー (電鍵 )

キーを接続してください。接続は下図を参照してくださ

キーのつまみ側の接点はかならずアース側にしてお使い

ください。

小型プラグ (3.5φ )

ル トなどでしっかりと固定してください。また、放熱

板をバックシートに接近させないでください。

バ ンド
日本アマチュアバ ンド

周波数範囲 (MHz)
本機の送受信可能

周波数範囲 (M Hz)

160m 1 9075～  1 9125 1.7500- 2 0500

80m 3 500 - 3 575
3 4500- 4.0500

75m 3.793 ～ 3.802

40m 7 000 ～ 7.100 6 9500- 7 3500

30m 10.100 ～10.150 9 9500-10.2500

20m 14 0011 -14 350 13.9500-14 4000

17m 17 9500-18 2500

15m 21.000 ～21 450 20.9500-21 5000

12m 24.8500-25.1500

10m 28 000 ^-29 700 27 9500-29 7500

※ 160mバ ンドは、CW(電信)運用のみができます。した

がってこの運用を行なうには、電信級、 2級、 1級 ア

マチュア無線技士の資格が必要です。

※ 20mバ ンド 及び、30mバ ンド を運用する場合は、 2

級アマチュア無線技士以上の資格が必要です。

●!7mノ ン`ド、!2mノ ン`ドについて

17mバ ンド、12mバ ンドは、現在のところアマチュア無

線用として許可されていませんので、受信用のみとして

運用してください。

5.
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各部の名称と使いかた
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●電源スイッチ〔POWER〕

②レベルメータ
受信時には、 S(信号強度 )メ ータとして動作 し、受信信

号強度を指示します。送信時には、メータ切換スイッチ

の切換えによりRF出力、およびALCレ ベルの 2種類
の指示をします。

0デジタル周波数ディスプレイ
送受信周波数を表示する部分です。

100Hzの 桁まで 6桁 を表示 します。左端 にはモー ドの表

示 をします。(モ ー ド表示 :た …・LSB、 ど・・USB、

[… CW)

0ロ ックボタン〔LOCK〕
このボタンを押すとインジケータが点灯 し同調つまみが

電気的にロックされ同調つまみを回しても周波数は変化

しません。ただし、メモリーチャンネルヘの切換え、チ

ューニングUP/DOWNス イッチは動作します。

Oロ ックインジケータ

0送信インジケータ〔ON AIR〕
送信中に点灯します。

0丁X/RXリ バースインジケータ

OTX/RXリ バーススイッチ 〔丁X/RX REV〕
送信周波数と受信周波数を反転するときに使用 します。

0∠ Fスイッチ/イ ンジケータ〔∠F〕
∠Fつまみ④で送信周波数を変えずに、′そ信周波数を
±lkHz以内に微調整をする場合に押してください。

インジケータが点灯し、∠Fつまみが使用できますЭ

⑩RXオ フセットスイッチ/イ ンジケータ

〔RX OFFSE丁〕
このスイソチを押すとインジケータが点灯 し、同調つま

みをL07す と送信周波数を変えずに受信周波数を同一バン

ド内のどのl Ll波数にも可変することができます。

0メ モリーチャンネルボタン/イ ンジケータ

〔MEMORY〕
送受信周波数を4周波数までメモリーすることができま

す。呼び出 したいメモリーチャンネルボタンを押すとイ

ンジケータが点灯 し、ワンタッチで呼び出すことができ

ます。

⑫VFOスイッチ/イ ンジケータ〔VFO〕
メモリーチャンネルの周波数を使用しない場合はこのス

イッチを押 してください。インジケータが点灯し、同調

つまみを回して希望の周波数で運用できます。

0メ モリーライトボタン/イ ンジケータ〔WR:TE〕
メモリーチャンネルに希望の周波数をメモリーするとき

に使用します。

(詳 しくは11ページの「メモリーチャンネルの使いかた」

の項参照 )

0オ ートワッチボタン/イ ンジケータ
〔AUTO WATCH〕
このボタンを押すとメモリーチャンネルの“CH3"と “CH4"

で設定された周波数の間を自動的にスキャンします。

(詳 しくはHページの「オートワッチのしかた」の項を参照)

① スタンバイスイッチ 〔STD BY〕

送信と受信の切換を行なうスイッチです。

“RX"は受信状態ですが、マイクロホンが接続された,大態

でマイクロホンのプレストークスイッチを押すと送信状

態になります。

“TX"では送信状態になります。“VOX"では、マイクに
向って話すことにより送信状態になります。モード切換

スイッチ0が“CWoW"おょび“CWoN"ではキー(電鍵 )を
押すことにより送信状態になります。

①ノイズブランカスイッチ〔NB〕
パルス性のノイズが多く相手局の信号が聞き取りにくい

とき“ON"に してください。
ノイズが少なくなり明瞭度のよい交信が楽しめます。

0メ ータ切換スイッチ〔MEttER〕

送信時のRF出力とALCレベルの切換えを行ないます。

OAGCスイッチ〔AGC〕
AGCの時定数の切換えを行ないます。
SLOW… …・SSB信号を受信するときに切換えます。
FAST・ ……CW信号の受信時あるいは同調をとるとき

に切換えます。

0チューニングステップ切換スイッチ〔STEP〕
同調つまみあるいは、チューニングUP/DOWNス イッチ
④で同調する場合に周波数の送りをlkHz、 100Hz、 25Hz

の3段階に切換えます。
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⑩チューニング UP/DOWNス イッチ 〔TUN!NG〕
同調つまみを使用しないで、周波数を連続的に可変する

ためのスイッチです。

0マイクロホン端子〔MIC〕
インピーダンス6000～ 50kΩ のマイクロホンを接続しま
す。

②ヘ ッドホン端子 〔PHONES〕
ヘッドホンを使用のときは、この端子ヘヘッドホンのプ

ラグを接続します。自動的にスピーカの接続が切れ、ヘ

ッドホンから音が出ます。ステレオヘッドホンでは両方

の耳で聞くことができますが、信号はモノラルです。

なお、後面パネルの外部スピーカ端子の接続も切れま丸

④キー端子 〔KEY〕

CW(電信)で運用する場合に、キー(電鍵 )を接続します。

0モード切換スイッチ〔MODE〕
希望のモード(電波型式)に切換えます。

④同調つまみ
運用周波数を変えるつまみで、右方向に回すと周波数が

高くなり、左方向にln3す と周波数が低 くなります。

チューニングステップ切換スイッチの周波数段階に応 じ

て、つまみの 1ス テップで同調周波数が、lkHz、 looHz、

25Hzの 3段階で送 られていきます。

④∠Fつまみ〔∠F〕
センタ位置で送信と受信の周波数が一致 します。

センタ位置から左右に回すと、約±lkHzの受信周波数が

可変できます。

0マイクゲイン/CWキャリヤ調整つまみ
〔M:C GAIN/CW CARRIER〕
マイクゲイン…SSBで運用するときのマイクアンプの利
得をこのつまみで調整 します。ALCメ ータの振れがマー

クをこえないように調整 します。

CWキャリヤ…CWで運用するとき、キャリヤレベルをこ
のつまみで調整 します。

④:Fチューンつまみ〔:F TUNE〕
センタクリック付きのつまみです。

受信周波数を変えることなく、IFの帯域を見かけ上で約

±lkHzス ライドさせることができます。これにより近接

信号との混信を除去することが可能です。

④コンプレッサレベル調整つまみ〔COMP〕

送信時にコンプレッサのかかり具合を調整するつまみで

す。“NIA X"方 向に回すほどコンプレッサが多くかかり

ます。このつまみはマイクゲイン調整つまみと併用 して

使用します。(詳 しくは14ページの「コンプレッサレベル

調整のつまみのf吏 いかた」の項参照)

⑩音量調整つまみ〔AF GA:N〕
音量の調整を行ないます。

ORFゲ イ ン調整つ まみ 〔RF GA:N〕
高周波増幅段の利得を調整します。左方向に回すほど利

得が減衰しま丸 通常は右方向にいっぱい回した (“MAX")
位置で使用します。

⑫バンド切換スイッチ〔BAND〕

運用する周波数に応 じて切換えます。

送信中はバンド切換スイッチを絶対に切換えないでくだ

さい。

① VOXゲイン調整つまみ 〔VOX GAIN〕 /
マーカスイッチ 〔MARKER ON〕
VOX運用の場合の動作点を調整するつまみです。右方
向に回すと、感度が高くなりますから、最適の位置に調

整してください。(CWモ ードでは関係ありません)
左に回しきると「カチッ」と音がしてマーカ回路がONに な
りま丸 マーカの使いかたは17ペ ージの「マーカ発振回路

のキャリブレーション」の項を参照してください。通常

は、必ず“MARKER ON"以 外の位置にしてください。
マーカスイッチはRJX-810Dの み装備しています。

①デ ィレイタイム調整つまみ 〔VOX DELAY〕
VOXの動作時間を可変するつまみで、右方向に回すと、
送信から受信に切りかわる時間が長くなります。使いや

すい位置に調整してください。

①ア ンチVOXゲイン調整つまみ 〔ANTI VOX〕
VOXで運用する場合、スピーカからの音声で送信になら
ないように調整するつまみです。(CWモ ー ドでは関係あ
りません)

スピーカからの音声の大きさ、マイクの位置などで最適

の位置に調整してください。

①アンテナ端子〔ANT〕

送受信アンテナを接続 します。ァンテナは50Ω の不平衡

型を使用 し、接続コネクタはM型 を使います。
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0アクセサリ端子〔ACC〕

端子①②④で送信、受信の切換スイッチとして使用でき
ます。

端子⑤は外部ALC入力端子で、RFブロックのコネクタ
CP56① PINに接続されています。告1御電圧は○電圧を

入力します。

リニアアンプなどの機器をコントロールする場合に使用

します。

RF BLOCK          LPF&ALC BL00K

「

~~~~~~~1     

「

~~~~~― ―――-1
① 00MON
② RX

③ G

C)TX
⑤ EXT ALC
(― ALC)lN

L____」4■ :_」

ACC劇
「
子

DIN(5 Pin)

C

①ヒューズホルダ〔FUSE〕

(R」 X-810P…・2A、 RJX-810D…・6A)

①電源接続端子〔AC100V、 DC13.8V〕

電源コードコネクタを接続する端子です。

コネクタがロックされるまでオ市入してください。 また、
取外すときは、両端を押してひき1/xい てください。

⑩外部スピーカ端子〔EXtt SP 8Ω 〕

外音|`ス ピーカを使用する場合、この端子にスピーカ(イ ン

ピーダンス8Ω)の フラグを接続してください。自動的に

内蔵のスピーカの接続が切れます。      .

0アース端子〔EARttH〕
本体をアースする端子です。TVI、 BCI等の防止のため

にもこの端子から最短距離でグランド(大地 )ア ースに接

続 します。

0放熱板〔R」 X-810Dタ イプのみ〕
終段 トランジスタを冷却するためのものです。

R」X-810Pではアルミ板 (厚 さ5mm)に なっています。
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運用方法

■受信のしかた

受信予備セッティング

電源コー ド、アンテナの接続が終りましたら各つまみやス

イッチを下図のように設定してください。

スタンバイスイッチが“RX"に なっていることを確認した
うえで電源スイッチを“ON"に します。
メータの照明、デジタル周波数ディスプレイ、VFOイ ンジ
ケータが点灯し本機が動作したことを示します。

ご 注 土思
本機の電源スイッチが“OFF"の状態で、ACコ ードをコン
セントヘ接続し、次に電源スイッチを“ON"に したとき、
まれに表示周波数が帯域外になったり、メモリーインジケ

ータが2個点灯したりすることがあります。
これはマイクロコンピュータの初期設定によるものであり、

スイッチ“ON"状態でACコ ードを再度接続すれば正常に
なります。
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本機の、電源コー ドを電源 (AC 100Vあ るいは、DC13.8V)

に接続 したとき、マイクロコンピュータは下記の様に初期

設定されます。この初期設定は、前面パネルの電源スイッ

チには関係なく、電源コー ドが接続されていない状態から、

接続されるときその都度設定されます。

周波数………バンドスイッチで指定されたバンドの“下端

周波数 (fmin)+50kHz"(3ページの周波数

表を参照 )

メモリー……VFOに 設定
VFOお よびメモリーチャンネルCHl～CH4

の周波数は上記と同様。

RXオ フセ ットスイッチ…

ON/OFFに 無関係に送受信周波数は一致し

ます。

(VFOおよび、メモリーチャンネルCHl～ CH4に適用)
1)バ ンド切換スイッチ操作前の表示周波数とそのバンドの

fminと の差は基本的には切換後のバンドにおいても一定

となります。

(例 )3.5200 型  7.0200

(3.4500+0.07)  (6.9500+0.07)

2)現在のバンドの表示周波数からそのバンドのfminを 引い

た値に、切換えるバンドのfminを加えた値が、切換える

バンドのfmaxを 越える場合、表示周波数は切換えるバン

ドのfmin+50kHzに なります。

(例 )28.6500 至二里替 24. 90oo (24. 9500+0. 05 )

21. 0000 (20. 9500+0. 05 )

ls. oooo ( 17 .950 +0. 05 )

14.oooo (13.950+0.05)

10.0000 ( 9 .9500 +0. 05 )

7. 0000 ( 1 . e50o +0. 0s )

3.5ooo ( 3 .4500+0. 05 )

1.8000 ( 1.7500+0.05)

3)29MHz台からのバンド切換についてはMHz単位の値を無

視し、28MHz台 からの切換操作と同じになります。

(例 )29。 121111      21.1200

29.6500           21.0000

注 )fmin、 fmaxについては、3ページの本機の送受信可能

周波数範囲表を参照してください。

1.チ ューニング UP/DOWNス イッチの使いかた
チューニングステップ切換スイッチの段階に応 じて周波

数を自動的に高く(UP)、 あるいは低く(DOWN)し ます。

はじめはチューニングステップを“lkHz"に し、希望周波

数に接近したとき“100Hz"か “25Hz"に して同調し易い

ように切換えます。微調整は同調つまみで行ないます。

2.lF TUNEつ まみの使いかた

(混信のあるときに使用します。)

●LSBモ ードの場合

IFチ ューンつまみを①方向に回すと、音質的には、ハ

イカノトの音になって受信周波数の低い方からの混信

を軽減することができます。

IFチ ューンつまみを○方向に回すと、音質的には、ロ

ーカットの音になって受信周波数の高い方からの混信

を除去することができます。

●USBモードの場合 :

IFチ ューンつまみを①方向に回すと、音質的には、ロ

ーカットの音になって受信周波数の低い方からの混信

を除去することができます。

IFチ ューンつまみを○方向に回すと、音質的には、ハ

イカットの音になって受信周波数の高い方からの混信

を除去することができます。

●CWモ ードの場合 :

CWモ ードの場合は、USBモ ードの場合と同じです。
下図にIFチ ューンの動作を示します。

LSB MODEの場合

IF TUNE        IF TUNE

Q⇒
― +       一 十
USB MODEの 場合

の⇒翡
IF TUNEの 1動作
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3.RFゲイン調整つまみの使いかた            ●RXォ フセット機能は、VFOのみではなく、メモリー
受信機の高周波段の増幅度を調整するつまみで、右方向      チヤンネルの“CHl― CH4"のいずれでも働きます。
に回すと、増幅度が1曽カロします。左方向に回し切るとメ     ●このスイッチの使いかたとして次の 2通 りがあります。
―夕の指示は振り切れ何も聞こえなくなります。         1.ZI F(周 波数微調整)と して

受信周波数を少しだけずらす場合。

2.ク ロス通信用として

4.AGCス イッチの使いかた 受信周波数を大幅にずらせばクロス通信が可能です。
AGC(AutOmatic Gain Control)の時定数の切換えを行     RXオ フセットスイッチを“ON"に したままメモリーチヤ
ないます。                         ンネル操作をした場合のご注意 :

FAST… CW信号を受信する場合や同調つまみで同調す     RXォ フセットスイッチをONに して受信周波数をずらし
る場合。                      て運用している場合、VFOか らメモリーチャンネル、

SLOW・・・SSB信号を受信する場合。              メモリーチャンネルからVFO、 メモリーチャンネルか

ら他のメモリーチャンネルに移ったときは、まえの RX
オフセ ット周波数はキャンセルされます。

5。 ノイズブランカスイッチの使いかた          これは、メモリーチャンネル操作をした場合、常にRX
都市雑音といわれるパルス性の雑音 (例えば自動車のイグ     ォフセット周波数を強制的にキャンセルし、キャンセル
ニッションノイズ等)があって目的の信号が聞きとりにくい     忘れを妨ぐために、本機ではこの方式をとっております。
ときは、ノイズブランカスイッチを“ON"に すると雑音

を軽減することができます。(「ノイズブランカ回路のレ

ベル調整」については16ページを参照してください。)

7.TX/RXリバーススイッチの使いかた
6。 RXオ フセ ッ トスイッチの使いかた           RXオ フセットシステムで運用中に、TX/RXリ バースス

送信周波数に関係なく受信周波数のみかえることができ     インチを押せば送信周波数と受信周波数を反転 させるこ
ます。RXォ フセットスイッチを押 し、インジケータが     とができます。
点灯している状態で使用します。点灯 していない状態で     このスイッチの使いかたとして次の 2つの使いかたがあ
は、送受信周波数は一致した状態になります。          ります。

1)通常はOFFに しておきます。                1)自 局の送信周波数をワッチするとき。

2)交信中に相手局の周波数が変動する場合、スィッチを     2)送 信周波数を変えるとき。
押 し、インジケータの点灯を確認した後に、同調つま     このスイッチはVFO使用時のみ動作し、メモリーチャン
みで同調を取ります。                   ネル使用時は動作しません。

3)DX局 とクロス通信を行なう場合もこの機能を使用す
ることで、外部VFOを使用する場合と同等の機能を
得ることができます。                8.zl Fつ まみの使 いかた

●RXォ フセットスイッチは、“OFF"の とき、受信周波     1)ZI Fス イッチ0を押 しLEDイ ンジケータが点灯したと
数、送信周波数は常時一致して可変されますが、         き∠Fつ まみが働くようになります。
“ON"の場合、送信周波数は“ON"に したときの周波     2)zl Fつまみでは、送信周波数に関係なく受信周波数のみ
数のままで変化せず、同調つまみを回し受信周波数の      約±lkHz可変することができます。
みを変化することができます。受信周波数は、送信周波     OCQを 出し、他局からの応答の確認の場合は、この∠F
数には無関係に、バンド内のどこにでも可変できます。      つまみを左右に回して確認 してください。
●表示周波数は、RXォ フセットスイッチに無関係に、     (ご 注意)
受信時は受信周波数を、送信時は送信周波数を表示し      ZI Fつ まみを可変しても周波数表示は変わりませんがこ
ます。                           れは故障ではありません。
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9.メ モリーチャンネルの使いかた

メモリーのしかた (周波数の書込み )

1)同調つまみを回してメモリーする周波数を選びます。

2)メ モリーライ トボタンを押 します。

インジケータが点灯しメモリーができる状態になります。

3)メ モリーするチャンネルのメモリーチャンネルボタン

を押 します。

メモリーチャンネルのインジケータが点灯 し、そのチ

ャンネルに周波数がメモリーされたことを示 します。

●メモリーチャンネルを4チ ャンネル装備 しています。

メモリーするには、1)～ 3)の操作を各チャンネルで行

ないますが、 1つのチャンネルヘのメモリーが完了し

た後に、VFOス イッチを押 しマニュアル選局に戻 して
ください。

メモリーチヤンネルの周波数をVFOへ移す場合

1)既 にメモリーされているメモリーチャンネルボタンを

押 します。(メ モリー選局 )

2)メ モリーライ トボタンを押 します。

3)VFOボ タンを押 します。

VFOイ ンジケータがメキt火 J‐ し、VFOに メモリーチャンネ
ルの周波数が移されたことを示します。

1111の 書込み操作は、メモリーからメモリーヘ 1)イf効 で

す。また、RXオ フセ ノトを動作させている場合は、受

イ::周 波数をメモリーするようにしています。

ご注意 :

メモリーチャンネルのメモリー周波数は、100kHz台 以 ド

の周波数をメモリーしていて、バンドが切換わると、1000

kHz(lMHz)台 のFntl波数表/1Nは、バンドにより変わります。

メモリー選局のしかた (周波数の呼出し)

●メモリーチャンネルの選局は、希望のメモリーチャン

ネルボタンを押すだけで容易に選局できます。

●新 しい周波数をメモリーする場合は、すでにメモリー

されているメモリーチャンネルに前記「メモリーのし

かた」の操作順に従ってメモリーしてください。前に

メモリーされていた周波数がキャンセルされ、新 しい

周波数がメモリーされます。

各メモリーチャンネルにメモリーした周波数の保持を

するため、あるいは電源を入れたときに、電源を切る

直前の状態を再現させるために、バックアップ回路を

もうけています。

●メモリーされた周波数は、電源スイッチを “OFF"に

してもキャンセルされません。

ただし、電源コードプラグをACコ ンセントから抜い
た場合は、すべてのメモリーはキャンセルされます。

(DCの場合は、DCコ ードの接続を外したとき)。

:0.オ ー トワッチ機能について

本機のオートワッチ(AUTO ll「ATCH)機能は、当社が独

自に開発した新しいシステムです。

オートワッチスイッチを“ON"に すると、CH3と CH4の

間を自動的にスキャンします。この場合、CH3・ CH4の間

をlkHzス テップでスキャンしますが、RFゲイン調整つ

まみによって設定されたレベルより強い信号が入った場

合、自動的に3kHz周波数を下げ、あらためて100Hzス テ

ップでスキャン(ス ロースキャン)を行ないます。そして、

6kHzの周波数幅を100Hzス テノプでスキヤンしたのち、

再びlkHzでスキャンを始めます。100Hzの スロースキャ

ン時にSSBoCW内 容を確実に了解することができます。
●オートワッチ時の信号検出は、AGC電圧で検出してい
ます。AGCス イッチが“FAST"の場合、“SLOW"の
場合より敏感に検知します。微弱な電波を受信する場

合は、“FAST"の方がより効果が上がります。

オー トワッチの しかた

:)オートワッチ幅の設定

オートワッチする周波数範囲の両端の周波数 (fl、 f2)

をメモリーチャンネルCH3、 CH4に メモリーします。

(「メモリーチャンネルの使いかた」の項参照 )

2)ス キャンステップの切換レベルの設定

スキャン時に、lkHZステップから100Hzス テップヘの

切換を行なう入力信号レベルの設定は、RFゲイン調
整つまみで設定します。右に回すほど、弱い信号でも

スキャンスピードが切換わり、左に回すと、強い信号

だけ検出し、スキャンステップを切換えます。

(ご注意)

ォートヮッチ機能は、Sメ ータの指針が変化しない信

号レベルでは動作しません。

また、RFゲイン調整つまみを左に回すとSメ ータが

振れますが、このとき、Sメ ータの指示とオートワッ

チの検出レベルの間には厳密な相関はありません。

実際の電波を受信しながら検出レベルを設定してくだ

さい。
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3)オ ートワッチの開始

オートワッチボタンを押します。インジケータが点灯

し、CH3にセットされた周波数をスタート点として高
い方向ヘスキャンを開始します。

4)オ ートワッチのしかたにはメモリーチャンネルのCH3
とCH4に メモリーする周波数の設定により、下記の 3
つの方法があります。

① CH3と CH4の間をスキャンする場合
CH3(fl)く CH4(f2)に 周波数を設定する。

② CH3と CH4の間を飛越してスキャンする場合
CH3(f2)>CH4(fl)に 周波数を設定す。

価Rスキャン_Cll_p墜 ヒ出:→ スキヤントhax
t_________― ―――――――――――――――――」

繰返し

③バンドのすべてをスキャンする場合

CH3(fl)=CH4(f2)に 周波数を設定

∞ f2

周
波
数

∞

lkHzス テップ

1∞ Hzス テップ
lkHzス テップ

cH3 ( r, ) <cH4 (f)

kHzステップ

周波数対時間の関係

‖ CWの受信のしかた
①モード切換スイッチを“CW W"あ るいは“CW N"に
切換えます。

②選局します。
CWモードには、WIDEと NARROWが あります。WIDE
の場合、IFフ ィルタはssB(通過帯域幅2 2kHz/-6dB)
のものを兼用しています。NARROWの場合、CWttAF
フィルタが入りますので帯域 (通過帯域幅600Hz/-6dB)
が狭くなり、受信しやすくなります。

また、別売りのCWク リスタルフィルタ(RJX― F810)を
取付けると、IFの通過帯域幅が400Hz/-6dBに なりま
す。

12.」 JY電波の受信の しかた
1)バ ンドスイッチを̀ `10''に します。

2)同調つまみで周波数表示が“10 00o o"に なるように選

局します。

,,,,., ^*r, _"t1l-lro.l ,*n, ,,no
t____________________ _ _ _-i

ffEL

※fmin、 fmaxと は、設定しているバンドの下端、上端
の周波数です。3ページの周波数表を参照してください。

5)オ ートワッチの停止

下記のいずれかの方法で行ないます。

①再度オートヮッチスィッチを押す。

② VFOス イッチを押す。
③メモリーチャンネルボタンを押す。

(こ の場合、押されたメモリーチャンネルに切換わりま

す。)

④運用バンドを切換える。

CH3 + z+r>
11三ヱ_rニユ三二__ァ 2
[_________――」

繰返 し

6)オ ー トワッチの動作図

CH3(r)く CH4(f2)

入
力
信
号
レ
ベ
ル

lkHzス テップ lkHzス テップ

入力信号レベル対周波数の関係
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■送信のしかた

ハムバンドの近くには、多くの業務用無線局の周波数があ

り運用されています。これらの無線局の至近距離で電波を

発射するとアマチュア局が電波法令を満足していても、不

測の電波障害が発生することがあり、移動運用の際には十

分ご注意ください。

特に、次の場所での運用は原則として行なわず、必要な場

合は管理者の承認を得るようにしてください。

民間航空機内、空港敷地内、新幹線車輌内、業務用無線局

および中継局周辺等。

(参考)無線局運用規則 第 9章 アマチュア局の運用
(発射の制限等 )

第258条

アマチュア局は自局の発射する電波が他の無線局の

運 用又は放送の受信に支障 を与え、若しくは与え

るおそれがあるときは、すみやかに当該周波数によ

る電波の発射を中止 しなければならない。

以下略

17mバ ンド、12mバ ンドは、現在のところアマチュア

無線用には許可 されていませんので送信 しないで くだ

さい。

送信時のご注意

●アンテナは、インピーダンスが50Ωのもので、SWRを で
きるだけ1.5以下に調整 した後に使用してください。

●アンテナを調整 してもSWRが 1.5以下に Fが らない場合
や、50Ω系以外のアンテナを使用する場合 |よ 、アンテナ

と本機の間にアンテナカップラを入れて、SWRが 1.5以
ドになるように調整 してください。

●本機は、SSB/CW用 の送信機ですからアンテナの調整等
で、連続 してCWで送信する場合は、必ずCWキ ャリア
調整つまみをしばって、定格出力の50%以下にしてくだ

さい。

●RTTY、 SSTVの場合も同様に、MIC GAINを 絞って定

格出力の50%以下にしてください。

●定格出力の 100%で連続送信すると、終段の トランジス

タや電源部が異常な温度上昇により破壊することがあり

ます。

●アンテナを接続 していないJ犬態での送信は、絶対に行な

わないでください。

●送信 しながらバンドスインチを切換えることは、絶対し

ないでください。

●送信時には、同調つまみに手を触れても周波数が変化し

ないように、同調つまみを電気的にロックしていますが

チューニングUP/DOWNス イッチはロックされません。
送信 しながら周波数を変えることは他局に妨害を与えま

すので絶対にしないでください。

-13-

送信予備セッティング



l.コ ンプ レッサ レベル調整つ まみの使 いかた

SSB運用時にDX通信等で、信号が弱 く良好な交信がで
きない場合、コンプレッサ機能を利用すると、 トークパ
ワーを上げることができ非常に有効です。

1)送信状態で変調をかけながら、コンプレッサレベル
調整つまみをイfに l11し てください。コンプレッサが

かかってALCメ ータの振れがノlヽ さくなるか、振れな
くなります。

2)マ イクゲイン調整つまみで、メータの振れがもとの
振れになるまでレベルを上げてくださぃ。

注)コ ンブレノサレベルを上げ過 ぎると、周囲雑音によ
る了解度の低下や送信音質の劣化をまねきます。

2.VOXゲ イ ン調整 つ まみの使 いかた
VOXと は、SSB運「月時に音声で送信・受信の切換えを行
なうことです。

VOX動作を行なう場合、マイクロホンに向かって普通に
話す程度で発声し、このつまみで送信に移るレベルを調

整 します。右方向に回しますと感度が高くなり、低いレ

ベル音声で送信に移れます。送信、受信の動作の確認は、

スピーカからの音 (信号やノイズ)や送信インジケータで

判断できます。音が出ていれば受信状態で、送信に移れ

ば音が出なくなります。

マイクロホンを接続します。

(配線については、3ペ ージを
参照してください。)

スタンバイスイッチを“TX"に します。マイクロホンに音
声を入れながら、マイクゲイン調整つまみを右に回し、
レベルを調整します。マイクレベルは、音声のピークで
ALCメ ータが少し振れる位置が最適で九 最大でもメー
タのALCゾーンを越えないように調整してください。

VOXゲ インを 11げ過 ぎますと、音声以外の雑音で誤動作
してしまtヽ ます。またR」X-810DではVOXゲイン調整つ
まみを左方向に|:1し きった状態で“MARKER ON"と な
ります。

3.ア ンチVOXゲイン調整つまみの使いかた
このつまみは、本機のスピーカからの音で、VOX回路が
誤動作するのを防ぐためのものです。最適音 :Itで の受信

時、スピーカからの音でVOXが働かなくなる点に調整 し
てください。

4.ディレイタイム調整つ まみの使 いかた

このつまみは、VOX llll路 が動作して、送信状態を保持す

る時間を調整するつまみです。

通常の会話では、わずかながら声のとぎれる場合があり

ます。従って、 この保持する時間が知1かすきると、声が
とぎれるたびに受信状態に戻ってしまいますЭ自然な運

用をするためには、このつまみを右方向に回して、マイ

クロホンに向かって自分の通常のスピー ドで話してみて、

送信が持続するように調整 してください。
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キー(電鍵)を接続します。

(配線については、3ページを参照してください。)

します。“CWoW''あ るいは“Cl17・ N"に

“RF"に します。

キー (電鍵)を押すとRFメ ータが振れます。

出力電力の調整は、CWキ ャリヤ調整つまみでRF
メータの振れを見ながら調整 してください。

④“TX"に します。

1.セ ミブレークイン運用について

セ ミブレークインとは、キー (電鍵)操作により自動的に

送・受信を切換えることを言います。

この運用をするときは、スタンバイスイッチをVOXに 切

換えてください。

キーイングの途中で送信がとぎれないように、SSBの と

きと同様にディレイタイムを調整してください。

なお、CW運用日寺には、VOXゲ インつまみとアンチVOX
ゲインつまみの調整は不要となります。

2.モニター音について

本機にはCWサ イドトーン回路が内蔵されており、キー

イングに合わせて、約800Hzの 発振音がスピーカまたは、

ヘッドホンからモニターとして聞こえます。スタンバイ

スイッチを“RX"に して、キー (電鍵)を押すと電信の練

習ができます。(このとき、送信はされません。)

3.モニター音量の調整

1)本機の上方、たを16ペ ージの左図を参考にして取外し

ます。

モニター音量調整

・ キー (電鍵)を接続 します。

・ モー ドスイッチ…………“CWoW''ま たは“CW・ N"

・ CWキャリヤ調整つまみ…“MIN"
0ス タンバイスイッチ …̈…“RX"

・ キーを押 します。

上図に示す半固定抵抗VR301を 回し、音量を調整 し

ます。右に[]す ほどモニター音は大きくなります。

-15-
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メータの調整ヮノイズブランカ回路のレベル調整

下記の番号順に、つまみ及び取付ねじを取外し、上ふた、

底ふたを開けます。

(つまみを抜取る)

14′
//

15/

/
16 _/
17

■メータの調整

●Sメ ータの調整

・ RFゲイン調整つまみ…………“MAX"
・ BAND切換スイノチ…………“14MHz"
バ ンドの設定は、お手持ちの信号発生器 (Signal

Generater)で、発生可能なバンドに設定 します。

・信号発生器の出カリー ドを本機のアンテナ端子に接

続 します。

・ 信号発生器の出力を40dB(OdB=lμ V)に設定します。

下図に示す半固定抵抗 VR201(IFプロック)を 回し、Sメ
ータの指針が“S9"に なるように調整します。

●RFメ ータの調整

送信 しながらRFメ ータの振れが適当になるようにVR 54

を調整してください。

■ノイズブランカ回路の レベル調整

本機は、受信状況あるいはノイズレベルに応 じて、ノイ

ズブランカ回路の動作レベルを可変することができます。

下図の半固定抵抗VR269で最適位置に調整してください。
VR269を矢印①方向に回すと動作レベルが上がり、②方
向に回すと下がります。

注 )動作 レベルを上げ過 ぎるとノイズが増カロする場合が

あります。
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周波数調整について (RJX-810Dタイプのみ)

本機はVFOに 水品制御 PLLデ ジタルシンセサイザ方式の
VFOを採用しており、水品発振方式と同等の周波数精度を
得ております。 したがって周波数調整の必要はありません

が、looW機 (R」 X-810D)で は電波法で定められている周波

数測定装置の備えつけを不要とするためにマーカ発振回路

を内蔵 しております。

マーカ発振回路のキャリブレーションのしかたおよび各バ

ンドの周波数調整のしかたは下idの通りです。

i.マ ーカ発振回路のキャリブレーション

1)底ふたを取外し本機を受信状態にセットした後、
キー(電鍵 )をキー端子に接続します。

2)モード切換スイッチ……“CW・ W"ま たは“CWoN"
3)バ ンド切換スイッチ……“10MHz"
4)∠ Fス イッチ……………``OFF"

5)チ ューニングステ ンプ
切換スイッチ………“25Hz"

6)ス タンバイスイッチ………“RX"
7)キ ーを押す。
1)～ 7)の 設定を完了するとスピーカより約800Hzの モ

ニター音 (CWサ イドトーン)が聞こえます。
次に、10.000MHzの 」JY電波を受信 してJJYの キャリヤ

とモニター音とがゼロビー トとなるように同調します。

そして、キーアップして、モニター音を消 して」JYの ビ

ー ト音のみにします。そしてセット側面にあるVOXゲイ
ン調整つまみを“NIARKER ON"に すると、マーカ回路
が動作し、ダブルビート音が発生します。

この状態でRFフ ロックの トリマCT 51(下図参サ1召 )を 回
し、ゼロビートになるように調整しますЭこれでマーカ

の発振周波数は正確に調整されたことになります。

調整後VOXゲイン調整つまみは必ず“MARKER ON"以
外の位置にします。

CT51(マ ーカ用)

マーカ調整

2.各バ ン ドの周波数調整

受信時に下記の状態で各バンドの発振周波数を調整 します。

1)モ ー ド切換スイッチ……“cw・ W"ま たは“CW・ N"
2)∠ Fス イッチ……………・“OFF"
3)VOXゲ イン調整つまみ…・“MARKER ON"
4)チ ューニングステ ノプ

切換スイッチ・……“25Hz"

5)ス タンバイスイッチ………“RX"
6)キ ーを押す。

各バンドの周波数表示を下表のようにして、モニター音と

マーカとのビー ト音がゼロビー トになるように各調整 トリ

マを調整します。

注)・ ЮO]は表示されません。
03.5MHz帯 を調整することにより、1.9MHz帯 も同時に

調整 されます。

バンドスイッチ 表示周波数 (MHz) トリマ

3.500.0100 CT 551

7 7.000.01001 CT 552

10.000.0100 CT 553

14.000.0100 CT 554

18.000.0100 CT 555

21.000.0100 CT 556

24.900.01001 CT 557

28.000.0100 CT 558

上面倶1

瘍
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オプションCWナロー用クリスタルフイレタ(RJX―F810)
の取付け

①下図のように底ふたを開け、バンドSW用のアルミシャフ    ③取りはずしたIFプロックのオプションフィルタ取付部(FL202)
卜を取りはずします。                    にフィルタを取りつけ、 6ヵ 所半田付けしてください。

ス トッパピンを取り、シャフトをタト方向に引くと、ジョ     半田付けは短時間に行なってください。
イントとシャフトが外れます。

④」201、 J202間 のジャンパ線をカットし、J201、 J203間 をジャ②次にIFプロックの基板のコネクタ(①～③)を取りはず
ンパ線で結ぶ。

します。

次に、基板のビス(A～ D)を はずし、基板を取 りはずし

ます。

オプション
フィルタ

オプションフィルタ取付け
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DC電源による運用について

本機はAC― DCの 2電源方式になつていますので、DC電 源
での運用が可能です。使用電圧は、DC 13.8Vです。

DCコ ー ドの接続方法

付属のコネクタを F図のようにDCコ ードに接続しま1。

DCコ ードは、♯3(3SQ)不呈度のものを使用し、DCコ ード

は極力短かくなるようにして使用してください。

※3SQと は導体総断面積が3mm2でぁることを意味していま

す。

ヒューズの接続方法
付属のヒューズホルダを下図のように①コードに接続しま

す。

ヒューズは、付属のものを使用してください。(R」 X-810D…

20A,R」 X-810P・・・6A)圧着が不十分ですと電圧降下を起 し
ますのでご注意ください。

突起部を上側にする

[:[]:J①
コ_ド を端子●`ヘ

＼
差込む

○コードを端子0で｀
差込む

O ①

DCコ ネクタの接続方法

謡

Ｈ

↓
断

一

半田付け
圧着が不十分で

あると電圧降下

を起します。
圧着

ピンの圧着方法

半田付けする

圧着が不十分で

あると電圧降下

を起します。
イ)圧着

コ肇甕甕■口塾≦到―圏レ{=
① C 1-A ①

ヒューズホルダの接続方法
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50Wパワーダウンについて(RJX…810Dタイτわみ)

電波法で、移動するアマチュア無線局の空中線電力は50W

以下と指定されています。

50W調整法
底ふたを取りはずし、下図 に示すように、RF BLOCKの
R106(10kΩ )を取りはずします。これで、すべてのバンドが

50Wにセットされます。
50Wパ ワーをさらに調整するときは、VR52で調整します。
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保守・点検の方法について

修理を依頼する前に、もう一度次のことをご確認 ください。

それでも、なお異常のあるときは、お買求めの販売店へご

相談ください。

電源を入れても周波数表示

が点灯せず、音も出ない。

電源コー ドの断線または差込み不良。 電源コー ドを確実に接続する。

ヒューズが切れている。 ヒューズを取替える (取替える前に原因を

調べる)。

アンテナを接続しても信号

が受信できない。

スタンバイスイッチが“TX''に なっている。 スタンバイスイッチを“RX"にする。 8

RFゲイン調整つまみが“MIN"に なっている。 RFゲ イン調整つまみを適当な位置 まで
“MAX"方向に回す。

SSBを 受信しても正しい音

にならない。

モー ド切換スイッチが正 しい位置になって

いない。

モー ド切換 をバンドに応 じた正しいモー ド

に切換える。

SSBで送信しても出力がで

ない。

マイクコネクタの接触不良。 コネクタを確実に接続する。

マイクゲイン調整つまみが、 しば られてい

る。

マイクゲイン調整つまみを右方向へ回す。

コンプレッサがかからない。 コンプレッサ調整つまみが“OFF"に なって
いる。

コンプレッサ調整つまみを右方向へ回す。

(レベルの調整)

マイクゲインが低すぎる。 マイクゲイン調整つまみを回し、ALCメ ー

タが振れ始めるまでゲインを上げる。

VOXが動作 しない。 アンチVOXゲイン調整つまみの調整が適度
になっていない。

VOXが動作 して、スピーカからの音で動作
しない位置へ調整 します。

CWで出力がでない。 キャリヤ調整つまみがしばってある。 キャリヤ調整つまみを右方向へ回し、レベ

ルを調整する。

キージャックの接触不良。 キージャックを確実に接続する。 3

脚の取付け

本機の傾きを変える脚が付属しています。

設置場所に合わせて本機の傾きを変え、操作し易いように

してください。

1)前面方向の2つ の脚 (′Jヽ )を取外します。金属ワッシャ
も同時に外れますから、付属の脚を取付けるときにこ

れを使用します。

2)取外したビスを使って付属の脚 (大 )と 金属ワッシャを
同時に取付けます。

-21-

取付け位置

症 状 原 因 処 置・確 認 方 法
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回路図

RF&BPFブ ロック ・…………………………………………………………………・・23

1F&GENERAttORブ ロック…………………………………………………………………………………………24

AF&VOXフ ロック ……………………………………………………………………………………………25

VCXO&CARブ ロック・………………………………………………………………………………………………26

PLLフ ロック………………………………………………………………………………・27

MPU&DISPLAYブ ロ ック ・……………………………………………………………28

REGULAttORブ ロ ック ……………………………………………………………・……………………………・29

※総合回路図、 プロックダイヤグラι、、AC POWER SUPPLYプ ロック、Tx POヽ=ER AMP、

LPF&ALCブ ロックは、別冊 |IJ路図集に入っています。
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RF&
2SK195

BPFブロック
RV01SS97       3SK74

2SC2053   2SC1350

の部分はR」 X810Pタ イプには含まれていません。

HA56   2SC945  2SA504  HA27A2

※この回路は改良のため、予告なく変更することがあります。

‖員150TA  2SC945  2SC945  2SC945

Ⅲ56   nVI‖ 54015L ‖156



―
い
ヽ
―
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※この回路は改良のため、予告なく変更することがあります。
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AF&VOXブ ロック
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`3157,“
′,″ a 

鰐 "57"は
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2SC045    2SC1045   2SC045    2-鵬 00‐ IFV

の部分はR」 X-810Pタ イプは含まれていません。

‖ハi50TA    2SC,604   2SC1004   ‖1150T1  2SC1004  2SC1004   2SA504

※この回路は改良のため、予告なく変更することがあります。
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VCXO&CARブ ロック
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※この回路は改良のため、予告なく変更することがあります。
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※この回路は改良のため、予告なく変更することがあります。
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※この回路は改良のため、予告なく変更することがあります。
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※この回路は改良のため、予告なく変更することがあります。
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申請書の書きかた

R」 X-810Pタ イプで申請する方法

RJX-810Pは 」ARL登録機種ですので、
を省略できます。

無 線 局 事 項 書

21希望する周波数の範囲、空中線電力、電波の型式

保証願に登録番号M13を 記入することにより、送信機系統図

工 事 設 計 書

注意 :1.

2.

電話級のみの局は1.9MHz帯、

電信級のみの局は、10MHz帯、

10MHz帯、14MHz帯およびAlの 申請はできません。

14MHz帯およびA3」 の申請はできません。

R」 X‐ 810Dタ イプで申請する方法

2級アマチュア無線技士以上の資格をもち、R」 X-810Dタ

で、直接各地方電波監理局へ申請 してください。

工事設計書の終段管欄は下図のように記入します。

イプで申請される場合は、」ARL保証認定は受けられませんの

また、この場合は31ページの送信機系統図の記入が必要です。

チと連動により、 中間周波増幅回路の ドライブ電力を制限しています。

周波数帯
空中線電力
(W) 電 波 の 型 式

1.9M Al

3.5 NI Al ,A3」 ,

3.8 NI Al ,A3J,

7M Al ,A3J,

10M Al ,A3」 ,

14M Al ,A3J,

21M Al ,A3J,

28 Nl Al,A3」
,

22工事設計 第 1送 信 機 第 2送信機型名
電波の型式

AI   A3J

1.9MHz帯  3.5MHz帯
3.8MHz帯  7 MHz帯
10 MHz帯  14 MHz帯
21 MHz帯  28 MHz帯

2 SC 1945× 2

13.8V26W

その他工事設計 電波法第 3章 に規定する条件に合致している

2 SC2097× 2

13.8V 200ヽV

但 し、28MHz帯は100W

なお、28MHz帯のパワーダウンはBANDス イッ
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送信機系統図 (R」 X‐810Pタ イプ)

(16='4+`5) (「 7=(2+13)

3 8MHz薔

7MHz帯

14MHz帯

21 MHz帯

28MHz帯

送信機系統図 (R」 X‐810Dタ イプ)

10(MHz) ,4(kHz) 16(MHz
1 9MHz帯

('6-14+15) (,7‐ 12+73) (18‐ 17-16)

3 8MHz帯

28 MHz帯
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定格

(一般仕様 )

・送受信周波数範囲

※受信のみ

・電波形式

0周波数切換ステップ

・ 周波数安定度 (室温 )

・電源電圧

160mバ ンド1.8～ 2.OMHz

80mバ ンド3.5～ 4.OMHz

40mバ ンド7.0～ 7.3MHz

30mバ ンド10.0～ 10.15MHz

20mバ ンド14.0～ 14.35MHz

※ 17mバ ンド18.068～ 18.168MHz

15mバ ンド21.0～ 21.45MHz

※ 12mバ ンド24.89～ 24.99MHz

10mバ ンド28.0～ 29.7MHz

A3」 (SSB),Al(CW)
lkHz/100Hz/25Hz 3ス テップ

スイッチON l分後 60分まで

±200Hz以内

その後、1時間あたり20Hz以内
AC 100V± 10%,50/60Hz

DC 13.8V± 10%,マイナス接地

(送信部 )

・定格終段入力

・変調方式

・搬送波抑圧比

・ 不要側帯波抑圧比

・ 送信不要輻射強度

・ マイクロホン

インピーダンス

(受信部 )

・回路方式

・ 中間周波数

・受信感度

平衡変調

40dB以上

50dB以上 (変調周波数 1.5kHz)

-40dB以下

600Ω～50kΩ

シングルスーパーヘテロダイン

SSB:9.0000MHz
CW :9.0007MHz

10dB S/N

-12dBμ (0.25μ V)以下

空中線インピーダンス 50Ω

使用半導体

(注)オ プションCWフ ィルター R」 X― F810実装時の値
受信スプリアス感度 イメージ比   :60dB以 上

IF妨害比 :60dB以 上

その他スプリアス :70dB以 上

±lkHz以上

±lkHz以上

内部スピーカ :

0.5W以上 (10%歪時 )

外部スピーカ :

1.OW以上 (10%歪時 )

8Ω

法・ 寸

・ ∠F周波数可変範囲

・ lF ttUNE可変範囲

・低周波出力

・低周波負荷
インピーダンス

単位 :mm,(

重  量
)内 は突起物 を含む最大寸法。

R」X-810D 糸勺9.5 kg

R」X-810P 糸,8.7 kg

(付属品 )

・ DINプラグ・…………………̈ ……………………………………………1

・ ヒューズホルダ…………・…………………………………1

・ ACコード…………………………………………………………・1

・ ヒューズ(1本はヒューズホルダに内蔵)・………………4

0補助足…・……………………………………………………2

0DCコネクタキット………・………………………………一式

※この定格は、改良のため予告なく変更することがあります。

R」X-810D RJX-810P

1.9～21MHzバ ンド 200ヽV 26ヽV

28MHzバ ンド 100 VV 26 「ヽ

・消費電力 (電流 )

RJX-810D R」X-810P

AC
送  信  時 約 550VA 糸勺120ミ＼

受信無信号時 糸勺 50VA 糸勺 30VA

DC
送  信  時 糸勺 20A 約 4A

受信無信号時 約 0.6A 約 0.6A

・ 受信選択度

SSB,CヽVワ イド CWナ ロー (注 )

-6 dB ±1.lkHz以上 ±200 Hz以上

-20dB ± 1.5kHz以下 ±500Hz以下

-60dB ±3.OkHz以下 ±800 Hz以下

IC FET トランジスタ

R」X-810D 6

RJX-810P 6

幅 高  さ 奥  行

RJX-810D 322(341) 132(139) 316(402)

R」X-810P 322(341) 132(139) 316(362)
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アフターサービスについて
:.保証書 (別に添付 してあります。)

保証書は販売店からお渡し致 しますから、必ず「販売店

名・購入日」等の記入をお確かめになり、保訂E書内容を

よくお読みの後、大切に保存してください。

1保証期間―お求めの日から1年間です。
|

2.保証期間中に修理を依頼されるとき

「保守・点検の方法について」の項をご確認いただき、なお

異常のあるときには、恐れいりますがお求めの販売店ま

で保証書を添えて製品をご持参ください。

保証書の記載内容により、販売店で修理致 します。

3.保証期間経過後、修理を依頼されるとき

お求めの販売店に、ご相談ください。

修理により製品:の機能が維持できる場合には、ご要望に

より有料で修理致 します。

4.補修用性能部品の最低保有期間

本機の補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切 り後

6年です。

この期間は通商産業省の指導によるものです。

性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な

部品です。

5.保証期間中の修理などアフターサービスについてご不明

な点は

お求めの販売店または最寄りの「ご相談窓口」(別紙ご参

照)に お問合わせください。
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松下電器産業株式会社
〒571 大阪府門真市大字門真 1006

ラジオ事業部
TEL(06)908-1151

ROF2532XB F108110‐ 2052


